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論 文 の 内 容 の 要 旨

ニカメイガCた血βl塀打℃煩貞a血は東南アジアを中心に広く分布し､主にイネを食害する害虫であ

る｡本種は日本全国に分布し､イネの茎内部を食害し､化学的な農薬の登場以前は最も重要なイネ

の害虫の一つであった｡本種は､イネとマコモを食害するが､イネを加害する系統とマコモを加害

する系統が遺伝的に分化している可能性が古くから指摘されてきた｡現在までに､両系統間には体

サイズの違いが認められ､さらに交尾時刻や殺虫剤抵抗性の程度の差が実験室レベルで確かめられ

ている｡これらのことは､両系統が遺伝的に分化していることを示唆している｡もし､両系統間に

遺伝的交流が制限されているならば､マコモ系統を防除することは､本種の密度抑制につながらな

いことを意味すると考えられる｡

本論文では､両系統間の遺伝的交流の程度を解明するために､アロザイム､マイクロサテライト､

ミトコンドリアDNAの変異を用いて､両系統の遺伝的分化程度を明らかにすることを試みた｡そ

の結果､(1)両系統は実験室レベルで交尾時刻が明瞭に異なり､野外でも時間帯によって性フェ

ロモンに誘引される個体の体サイズが異なり､交尾時刻が両系統間で異なっている可能性のあるこ

と､(2)交尾時刻が異なっているにもかかわらず､アロザイムレベルの変異は両系統間で異なっ

ておらず､系統間に十分な遺伝的交流が存在すると考えられること､(3)本種に特異的な4つの

マイクロサテライトマーカーを独自に開発し､これを利用して分析したところ､3遺伝子座ではア

ロザイムと同様に遺伝的分化は認められなかったが､1遺伝子座では両系統間に遺伝子頻度の違い

を検出され､ある程度の遺伝的分化が認められること､(4)ミトコンドリアDNAのCOI遺伝子

の塩基配列を決定したところ､19の変異サイトが検出され､岐阜の個体群では系統間でハブロタ

イプが異なるが､新潟の個体群では共通することを明らかにした｡

以上の結果から､両系統は遺伝的に十分な分化をしていておらず､遺伝子流動が起こっていると

-15-



結論づけた｡しかし､交尾時刻の系統間の違いや特定の遺伝子座での系統間の違いを検出したこと

から､(1)系統間には交雑が起こっていること､(2)ホストレース分化が比較的最近起こったた

めに系統内に変異が固定せず､祖先種の変異を共有していると考察したまた､両系統間で違いが

認められた遺伝子座は､適応的な形質や交尾選択に関わるような遺伝子と連鎖している可能性を指

摘した｡

本研究で得られた知見は､応用昆虫学的に重要であるばかりでなく､進化生物学的にも興味深い

知見であると考えられた｡

審 査 結 果 の 要 旨

ニカメイガC占血β脚βa血は東南アジアを中心に広く分布レ､主にイネを食事

する害虫である｡本種は日本全国に分布し､イネの茎内部を食事し､合成殺虫剤の

登場以前は最も重要なイネの害虫の一つであった｡本種は､イネとマコモを食害す

るが､イネを加害する系統とマコモを加害する系統が遺伝的に分化している可能性

が古くから指摘されてきた,｡現在までに､両系統間には体サイズの違いが謎められ､

さらに交尾時刻や殺虫剤抵抗性の程度の善が実験室レベルで確かめられている｡こ

れらのことは､両系統が辻伝的に分化していることを示唆している｡もし､両系統

間に辻伝的交流が制限されているならば､マコモ系統を防除することは､本種の密

度抑制につながらないことを意味すると考えられる｡

石黒則雄氏は､アロザイム､マイクロサテライト､ミトコンドリアDNAの変異を

用いて､両系統の連伝的分化程度を明らかにすることを試みた｡その結果､(1)両

系統は実験室レベルで交尾時刻が明瞭に異なり､野外でも時間帯によって性フェロ

モンに誘引される個件の体サイズが異なり､交尾時刻が両系統間で異なっている可

能性のあること､(2)交尾時刻が異なっているにもかかわらず､アロザイムレベル

の変異は両系統間で異なっておらず､系統間に十分な逮伝的交流が存在すると考え

られること､(3)本種に特異的な4つのマイクロサテライトマーカーを独自に開発

し､これを利用して分析したところ､3遺伝子座ではアロザイムと同様に遺伝的分

化は認められなかったが､1遺伝子座では両系統間に遺伝子頻度の違いが検出され､

ある程度の遺伝的分化が認められること､(4)ミトコンドリアDNAのCOI連伝子

の塩基配列を決定したところ､19の変異サイトが検出され､岐阜の個体群では系

統間でハブロタイプが異なるが､新潟の個体群では共通することを明らかにした｡

以上の結果から､両系統は遺伝的に分化しておらず､系統間に遺伝子流動が起こっ

ていると結論づけた｡しかし､交尾時刻が系統間で違うことや特定の遺伝子座で系

統間に遺伝子頻度に差が認められることから､(1)系統間には交雑によって遺伝子

流動が起こっていること､(2)ホストレース分化が比較的最近起こったために系統

内に変異が固定せず､祖先種の変異を共有していると考察した｡本研究では適切な
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分子生物学的な手法が使われており､また､本種のホストレース分化に関する新知

見をもたらしている｡本研究で得られた知見は､応用昆虫学的に重要であるばかり

でなく､進化生物学的にも興味深い知見である｡

以上の結果を踏まえ､審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究

科の学位論文として十分に価値のあるものと認めた｡
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